
吉田多聞さん　	
応援レポート	

	
第25回JOC	ジュニア・オリンピック・カップ・フェンシング大会 	

兼 2018年世界ジュニア・カデ・フェンシング選手権大会選考会	
2018年1月12日（金）駒沢公園総合運動場 体育館	

　昨年後半に脚を痛めてし
まった吉田さんは、しばらく
大会に出場できていなかっ
た。「脚の状態も100％では
ない（フェンシング協会の
方）」が、「世界ジュニア戦へ
の派遣選考対象となるには
この大会は必須」なのだとか。	
　通常なら優勝候補のひとり
となるはずの吉田さんだが、
今回はまず４位内が目標だ。	

怪我からの復帰戦は、国際大会の出場権をかけた重要大会	

【フェンシング】	
（フェンシング協会等webより抜粋）	

フェンシング・サーブルはハンガリー騎兵隊の剣技

から競技化した種目。フルーレとエペが「突き」だけ
の競技であるのに対し、サーブルには「斬り（カッ

ト）」と「突き」がある。「斬り」の技が加わる分、より
ダイナミックな攻防が見られる。ルールはフルーレ
と同様「攻撃権」が生じる。攻撃権は、先に腕を伸

ばし剣先を相手に向けた方に生じ、相手がその剣
を払ったり叩いたりして向けられた剣先を逸らせる、

間合いを切って逃げ切るなどすると消滅し、逆に相
手が「攻撃権」を得る。剣先のポイントに一定以上
の力を有効面に加えると得点になる。	

◇予選ラウンドの「プール戦」（今大会は5名の総当
たり）では5ポイント先取で勝敗を決める。プール戦
の勝率（同率の場合は得失点差）で、トーナメント組

み合わせが決定	
◇トーナメントはベスト32までは10本、その後決勝

まで15本勝負	

サーブルの有効面は
上半身のみ	

高校２年生の
吉田さんは、
才能を見込ま

れてJOCエ
リートアカデ

ミーで研鑽を
積んでいる	



予選プールは余裕を残して3勝1敗。トーナメントへ進出	

同時に判定器が点灯した時は、双方がガッツポーズで審判
にアピール。フェンシング は格闘技だ	

予選リーグが始まった。5人
グループでの総当たり戦だ。
剣先がどこを突いたのか速
すぎて見えないほどのスピー
ド、吉田さんは1試合目を瞬く
間に5ポイント先取して1勝。
が、2試合目は相手に勝利を
譲ってしまう。3試合目と4試
合目は危なげなく勝って3勝１
敗。	
　全勝できなかったことに
がっかりしているかと思いき
や、「調子は普通です。トーナ
メントに上がれるので、これ
から頑張ります」と吉田さん
は自然体だった。どうやら余
力を残してで予選プールを終
える作戦だったのかも。	

14mのピストを舞
台に、高速で相手
を攻める	

←吉田さん	

←吉田さん	



試合ごとに速く強くなる吉田さん。	
スロースターターなのだそう	

トーナメントでは調子を上げて、３位！一気にランキングもUP	

　トーナメントも、気概のある
試合を見せる吉田さん。ポイ

ントごとにガッツポーズで審

判に自信をアピールしつつ勝

利を重ねていく。2試合目で

は先制される場面もあったが
すぐに体制を立て直して連勝、

その後トーナメント戦に加

わってきたシード選手にも緩

急ある攻めで相手を圧倒して

いた。応援していて安心の勝
ちっぷり。ケガの復帰後だけ

に、正直不安もあったであろ

う目標のベスト４まで、一気

に辿り着いたのだ。	

　準決勝ではなかなか相手
のリズムを崩せず負けてし

まったが、順位決定戦では吉

田さんが自分のペースで試

合を進めて勝利、3位となっ

た。そして、日本ジュニアラン
キングが9位から4位に急上

昇。「世界選手権の遠征権利

（ランキング4位まで）を獲

得！」と本人もコーチの方々

も安堵の笑顔。2018年は世
界での経験とポイントを重ね

てていく年になる。	

　吉田さん、おめでとうござい

ます！	

シード権ナシでしたのでしんどかったで
すけど、何とかいい結果を出せました！	

全11試合をタフに戦い抜いた吉田さん。	
エリートアカデミー生活での食事と練習
で身長も伸びたそう。今や180cmと長身	

準決勝に進んだ4名
が会場で紹介される	 ←吉田さん	

↑吉田さん	



結果/トーナメント	

順位	

ここからシード選手が	

トーナメントに参戦	
↓	


